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パ
ー
ト
労
働
者
な
ど
、
非
正
規
労
働
者

が
１
２
０
０
万

人
を
越
え
た
。
そ
の
約
７

割
が
女

性
だ
。
低
賃
金
、
不
安
定
な
身
分

。
正
規

労
働
者
と
の

格
差
は
開
く
ば
か
り

。
厚
労

省
「
パ

ー
ト

タ
イ
ム
労
働
研
究
会
」
は
９
月

、
最

終
報
告
を
出
し

、
い
ま
、
労
働
政
策
審
議

会
雇
用

均
等
分
科
会
で

、
検
討
中
だ

が
、
均
等
待
遇
の
法

制
化
の

視
点
は
な
い
。
年
内
に
も

答
申
が

出
る
見
込
み

。
均
等
待
遇
実
現
に
は

ど
の
よ

う
な
法
制
・
政
策
が
必
要
な
の
だ
ろ

う
か

。

差
別
禁
止
を
明
快
に

均
等
待
遇
立
法
々
案
骨
子

野
党
超
党
派
議
員
5
6名
で

作
る

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の

均
等
処
遇
を
実
現
す
る

議
員
連
盟
」（
以
下

、

「
パ

ー

ト

議
連
」
と
略
、
大
脇
雅
子

会
長
・
参
議
）
は
、
９
日

。

「
パ
ー
ト

均
等
待
遇
立
法
々

案
骨
子
」
を
ま
と
め
提
案

、

発
表
し

た
。
発
表
後

、
参
議

員
議
員
会
館
内
で

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
を
開
き
、
各
政
党
の

政

策
責
任
者
が
意
見
表
明
。
パ

ー
ト

タ
イ
ム
で
働
く
人
だ
ち

と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

同
法
案
は
、

「
パ

ー
ト

タ

パート議連

イ
ム

等
労
働
者
と

通
常
の
労

働

者
と
の
均

等
待
遇
の
確
保

等

に

関

す

る

法

律
（

仮

称
）
」
。法

律

の

適

用

対

象

を
、
パ
ー
ト

、
有
期
雇
用

、

擬

似
パ
ー
ト

に
ま
で

広
げ
、

正

社
員
と

労
働
条
件
で

、
差

別

を
し
て

は
な
ら
な
い
と
い

う
差
別
禁
止
規
定
を
き
っ
ち

り

と

盛

り

込

ん

だ
。
さ

ら

に

、
事
業
主
に
対
し
て

は
、

働
く
人
の

意
思
に
よ
っ
て
ラ

イ
フ
ス

タ
イ
ル

に
合
わ
せ

た

パ
ー
ト

、
フ
ル

の
双
方
向
転

換

を

義

務

規

定

と

し
、
ま

世界人口白書

た
、
介
護

、
子

育
て

な
ど
期

間

を
定
め
て

、
短
時
間
労
働

に
変
わ
れ
る

措
置

を
と

る
こ

と

を
求
め
て
い
る

。

法
律
に

違
反
し
た
場

合
に

は

、
罰
則

を
と
い

う
声
が
多

い

が
、
こ
こ
は

「
他
の

法
律

と
の

整
合
性
の

問
題
が
あ
る

実

効

性

あ

る
法

規

制

を
　

‥

パ
ー
ト
労
働
の
問
題
点
探
る

″

恵

示
弁
護
士
会
・
両
性

の

平

等

に

関

す

る

委

員

会

（

師
岡
康
子
委
員
長
）
は
、

ｎ

月
2
9日

、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

「
パ
ー
ト

労
働
者
の
均
等
待

遇

実

現

に

向

け

て

」
を

開

き
、
均

等
待
遇
実
現
に
む
け

て

、
話
し

合
っ
た
。

基
調
報
告
で

、
師
岡
さ
ん

は

、
現
状
、
原
因
と
問
題
点

あ
げ
、ヽ
「
実
効
あ
る
法
規
制

な
く
し
て

は
問
題
解
決
は
な

い
」

と
い

う
。

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
島

通
子
（
弁
護
士
）
さ
ん
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で

、
パ
ー
ト

議
連
会
長
の
大
脇
雅
子
（

参

議
）
さ
ん
、
労
政
審
の
公

益
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貧

困

と

健

康

と

の

関

連

性

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
問
題
の
解
決
を

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ

）
は
３
日
、
0
2年
の
『
世

界

人

口

白

書
』

を

発

表

し

た
。「
人
々
・
貧
困
・
ひ
ろ

が

る
可
能
性
１

開
発
を
貧
し

い

人
々
の
た
め
に
」
を
サ

ブ

タ
イ
ト
ル

と
し
た
白
書
は

、

0
0年
に
国

連
を
中

心
に
ま
と

め
た
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標

（
1
5
年

ま

で

に

貧

困
、
飢

餓

、
疾
病

な
ど
を
大
幅
に

削

減

す
る

）
を

達

成

す

る

上

で

、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の

平
等
の

前

進
、
妊
産
婦
や

子
ど
も
の

死
亡

率
の

減
少
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
蔓
延
の
阻
止

な
ど
、

人
口
に
つ
い
て
の
課
題

を
解

決
す
る
こ
と

が
い
か
に

重
要

で

あ
る
か

を
、

さ
ま

ざ
ま

な

角
度
で

分
析
し
て
い
る

。

今
年
の

白
書
は

特
に

「
健

康

と

貧

困
」
の

章

を

設

け

て

、
貧
困
と
死
亡

率
の

相
関

関
係
を
説
明
し
て
い
る

。
最

貧
層
2
0％

の
５

歳
未
満
児
の

死
亡
率
は

、
最

富
裕
層
2
0％

の
子
ど
も
の
死
亡

率
の
４

倍

以
上
。
妊

産
婦
死

亡
率
も
、

年
5
0万
人
死
亡

す
る
う
ち
の

9
9％

が
開
発

途
上

国
の

女
性

で

あ
る

。
こ
の
よ

う
に

、
国

の
貧
富
に
よ

っ
て

格
差
が
あ

る
こ
と
か
ら

、
よ
り

公
正

な

ヘ
ル
ス

ケ
ア

の
支
援
を
求
め

る
一
方
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ

″

ブ

ー
ヘ
ル
ス

を
含
む
教
育
の

必
要
性
を
強
調
し
て

い
る

。

子
ど
も
か
ら
教
育
を

奪
っ

て

い

る

の
は

当

然

貧
困

だ

が
、
そ
の
要
因
の
１
つ
に
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
を
上
げ
て

い

る
。
両
親
の
死
亡
で

子
ど

も

自
身
が
働
き
手
に
な
り
学

校

か
ら
遠
の
き
、
教
育
現
場
で

は
教
師
や
管
理
者
の
死
亡
で

質
の
低
下

が
あ
る

。
国
も

経

済
成
長
、
経
済
活
動

が
鈍
化

し
、
食
糧
不
足
、
公
的
サ

ー

ビ
ス

の
悪
化
な
ど

が
さ
ら
に

感
染
を
強
め
て

い
る

。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ

イ

ズ
の
特

効
薬
は

教

育
で

あ
る
と
指
摘

。
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ

イ

ズ
に
国
境
は
な
い

、

明
日
は
日
本
の
問
題
で

も

あ

る
。
世
界

が
協
力
し
合

っ
て

撲
滅
す
る
こ
と

が
大
切
と
呼

び
掛
け
て

い
る
。

法案骨子を発表する議連メンバー

の
で

、
企

業

名
の

公

表

と

し
、
国
は

、
入
札

な
ど
の

契

約
を
こ
の
法
律

を
遵
守
し
て

い
る
か
否
か
で

判
断

す
る
よ

う
に
し
た

。
こ
の

部
分

は
、

米
国
の
マ
イ
ノ
リ
テ

。
差
別

に
対
す
る
ア
フ
ァ

ー
マ
テ

ィ

ブ

ー
ア

ク
シ
ョ
ン
に
ヒ
ン

ト

側
委
員
の

佐
藤

博
樹
（

東
大

教
授
）
さ
ん

、
パ
ー
ト

問
題

に
取
組
み

始
め
た

連
合
の
吉

宮
聴
悟
（

総
合
男
女
平

等
局

長
）
さ
ん

が
話
し

合
っ
た
。

均
等
処
遇
の
法

制
化
に
つ

い

て

佐
藤
さ

ん
は

、
同
一
価
値

労

働

同

一

賃

金

は

大

切

だ

が
、
何
を
同
一

労
働
と
す
る

の
か

、
研

究
会
で

は
、
法
制

化
の

タ
イ
ミ
ン

グ
に
つ

い
て

は

議
論
が
分
か
れ
た
と
審
議

の

ポ
イ

ン

ト

を

報

告
。
一

方

、
吉
宮
さ
ん
は
、
「
男
性

も

安
心
し
て

家
庭
責
任
を
果

せ

る

シ

ス

テ

ム

作

り

が

必

要

。
今
そ

の
枠
組
み
を
変
え

る
チ

ャ
ン
ス

」
と
話
す
。
ま

た

、
大

脇
さ
ん
は
正
社
員
の

実

態
と

照
ら
し

「
均
衡
」
に

扱

う
と
い

う
が
、
あ
い

ま
い

な
言
葉
で

法
制
化
す

べ
き
で

を

得
て

、
実

験

的

に

入

れ

た

」（
大
脇
さ
ん
）
。

「
パ
ー
ト

議
連
」
は
、

今
年
４

月
に
設
立
。
２

月
の

厚
生
労
働
省
、
パ
ー
ト

タ
イ

ム
労
働
研
究
会
の
中
間
取
り

ま

と
め
報
告
が
、
具
体
案
に

触

れ
て

い

な
い

こ

と

を

危

惧
。
正

社
員
と
パ
ー
ト

な
ど

非
正
規
社
員
の
労
働
条
件
、

待
遇
差
別
を
是
正
、
均
等
処

遇
原
則
の
確
立
を
求
め
て

、

調
査
研

究
、
意
見
表
明
を
行

う
と
共
に
、
市
民
運
動
の
取

組

と

も

連

携
。
こ

れ

ま

で

に
、
打
］回
の
勉
強
会
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
パ
ー
ト

労
働
者
の
声
を
生
か
し

た
意

見
書
を
発
表
。
ま
た
、
厚
労

省
パ
ー
ト

研
究
会
最
終
報
告

に
対
し
て

見
解
を
発
表
、
厚

労
相
な
ど
関
係
方
面
に
も
均

等
処
遇
を
求
め
る
要
請
を
行

っ
て

い
る
。

は
な
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え

る
。
努
力
義
務
の
現
行
法
と

規
制
緩
和
の
中
で

、
格
差
は

拡
大
し
た
。
パ
ー
ト
議
連
で

は
、
立
法
案
骨
子
を
ま
と
め

発
表
す
る
と
、
報
告
し
た

。

中
島
さ
ん
は
「
キ
ャ
リ
ア

管

理
に
よ

っ
て
、
処
遇
を
変
え

る
と
い

う
が
、
管
理
職
に
は

手
当
て

を
払
え

ば
良
い

。
ま

た
、
転

勤
す
る
の
か
わ
か
ら

な
い
の
に

賃
金
に
差

を
つ
け

る

の

は

合

理

性

が

あ

る
の

か
」
と
質
問
。
こ
れ
に

対
し

て

、

佐
藤
さ
ん
は

、
「
同

じ

仕
事
で

も
、
処
遇
決
定

方
式

が
違
え

ば
、
違

う
賃

金
決
定

を
し
て

も
良
い
こ
と

。
転
勤

も
同
様

。
た
だ

、
キ

ャ
リ
ア

区
分
の

作
り

方
が
合
理

的
で

あ

る

か

ど

う

か

が

問

わ

れ

る
」
と

応
え
た

。

ブ

ッ

シ

ュ

米

国

大

統

領

は

”
正

犯

”

ア
メ
リ

カ
の
ア
フ

ガ
ニ
ス

タ
ン
へ

の
空
爆
は
戦
争
犯
罪

と

、
ア

メ
リ

カ

ー
ブ
ッ
シ
ュ

大
統

領
を
「
正

犯
」
に
し
た

『
ア
フ

ガ
ニ
ス

タ
ン

国
際
戦

犯
民

衆
法
廷
』
が
日
本
人
に

よ

っ
て

企
画

さ
れ
、
来
年
1
2

月
1
3
、
1
4日

、
日
本
で

開
か

れ
る

。

１

年
と
い

う
短
い
準
備
期

間
だ
が
、
ア

メ
リ
カ

が
イ
ラ

ク
攻
撃
を
公
然
と
豪
語
し
て

い
る

今
、
ゆ
っ
く
り
や

っ
て

い
る

時
間
が
な
い
。
ア
フ

ガ

ニ
ス

タ
ン

へ
の
ア
メ
リ
カ
の

行
為

を
戦
争
犯
罪
と
し
て
裁

く
こ

と
は
、
イ
ラ

ク
攻

撃
を

く
い

止
め
る
平
和
運
動
で
も

あ
る
。
日
本
か
ら
発
信

、
日

本
で

法
廷
を
開
く
こ
と
は
ア

メ
リ

カ
の
す
る
こ
と
に

無
批

判
で

何
で
も
協
力
す
る

国
か

ら
の
Ｎ
Ｏ

の
声
と
し
て

、
意

味
が
大
き
い
と
呼

び
か

け
人

た
ち
は
い
う
。

こ

れ
は
、
東

京
造
形

大
学

教
授
・
前
田

朗
さ
ん

が
提
案

し
、
国
会
議
員

、
法

律
家
、

大
学
教
授
ら
幅

広
い

層
が
賛

成
、
す
で
に
２
０
０

人
以
上

が
呼

び
か
け
人
に

名
を
連
ね

て

い
る
。

さ
ら
に
世
界
に
呼

び
か
け

日本で来年12月に

て
い

く
が
、
す
で

に
ア
メ
リ

カ
で
は
Ｉ
Ａ
Ｃ

（
国
際
行
動

セ
ン

タ
ー
）
と
グ
ロ
ー
バ
ル

チ

ェ
ン

ジ
（
戦
争
と
破
壊
に

反
対

す
る
Ｎ
Ｄ
Ｏ

）
が
協
力

す
る
こ

と
に

な
り
、
ｙ
上
Ａ
Ｃ

か
ら

創
設
者
の
ラ

ム
ゼ
イ

ー

ク
ラ

ー
ク
さ
ん
（
ア

メ
リ
カ

元

司

法

長

官
）

が
特

別

顧

問
、
サ
ラ

ー
フ
ラ
ン

ダ
ー
ス

さ
ん

が
前
田

さ
ん
と
と
も
に

共
同
代

表
に

就
任
す
る
こ
と

に
な

っ
た

。
ま
た
、
ア
メ
リ

1
1月
に
渡
米

、
市

議
会
で

連

帯
を
よ

び
か
け
、
大

き
な
反

響
を
呼
ん
で

い
る

。

こ
の
民
衆
法
廷
の

進
め

方

は
、
今
月
か
ら
来

年
1
2月
ま

で

、
毎
月
１
回
以
上

、
最
低

1
2回
公
聴
会
を
各
地
（
日

本

だ

け
で

な

く
ア

ジ
ア

等
で

も
）
で

開

き
、
証

言

、
物

証
、
法
的
根
拠
を
集
め

、
ア

フ

ガ
ン
攻
撃
は
民
間
人
に

も

攻
撃
を
及

ぼ
し
た
も
の
で

、

人
道
に
対
す
る
罪
で

あ
り

、

捕
虜
虐
待
は

、
国

際
人
道
法

に
違
反
し
戦

争
犯
罪
で

あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

裁
判
の
や
り
方
は

「
国

際

女
性
戦
犯
法
廷
」
で

や
っ
た

裁
判
の
方
式
と

、
陪
審
制
に

よ
る
評
決
と
二
つ
の

方
式
の

ど

ち

ら
で

い

く

か

を

検
討

中
。

第
１
回
の
公

聴
会
は
1
5

日

、
東
京
で

開
か

れ
た

。

法

廷
実

行
委
で

は
、
呼

び

か
け
人

、
賛
同
者

募
集
中

。

力

の

反

戦

運

動

の

メ

″

力

、
　

連

絡

錨

膕

・

３

２

６

７

・

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

パ

ー

ク
　

０

１

５

８
　
　

Ｅ

ヨ
a
i
l

レ

ー

で

は

、

呼

び

か

け

人

の
　

ｈ

ａ

ｒ
ｕ
h
i

ｓ

ａ

　

―

　
ｔ
ａ

ｋ

ａ

ｓ

ｅ

　

＠

ひ

と

り

・

伊

藤

瀧

子

さ

ん

が
　

ｎ

ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
.

ｃ

ｏ

ヨ

ニ

Ξ

二
一
三

三

一
三

一

Ξ

Ξ

一
一

Ξ

一

Ξ

一
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Ξ

Ξ
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Ξ

Ξ
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一
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一
三

一
一
一
一
一
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一
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一
一
一
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戦

争

に

加

担

す

る

な

マ
ス
コ
ミ
界
Ｏ
Ｂ
が
ア
ピ
ー
ル

マ
ス
コ
ミ

界
の
O
B
2
6
人

は
（
賛
同
者
約
２
５
０
人
）
、

い
ま
、
メ
デ
ィ
ア
の
現
場
で

働
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
向

け

「
戦
争
を
起
こ
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
戦
争
を

起
こ

す

も
の
に
加
担
し
て
は

な
ら

な

い
」
と
す
る
ア
ピ

ー
ル
を

送

っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統

領

が
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
イ

ラ

ク
へ
の
攻
撃
、
戦
争
へ
の

予
感
が
世
界
を
覆

っ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
戦

争
に
加

担
し
て

は
な
ら
な
い
と

、
戦

前
の

戦
争
を
お
こ
し

た
側
の

歴

史
的
経

験
を
持
つ
立
場
か

ら
訴

え
て
い

る
。

2
6人
は
辰

濃
和
男
（
元
朝

日

新
聞
）
、
増
田
れ
い

子

完

毎
日

新
聞

）
、
土
橋
俊
雄
へ
元

読
売
新
聞

）
、
吉
永
春
子
（
元

Ｔ
Ｂ
Ｓ

）
、せ

ん
ぼ
ん
よ
し
こ

（
元

日

本
Ｔ
Ｖ

）
、
橋

本

進

完

中
央
公
論
）
な
ど
有
名

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
顔
を
並

べ
て
い
る

が
、
９
日

の
記
者

会
見
・
発
表
に
顔
を
出
し

た

社
は
５

社
に

満
た

ず
、
大
手

新
聞

や

テ

レ

ビ
は

無

視

の

形

。
呼
び
か
け
人
た
ち
は
、

現

役
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
一

人
ひ

と
り

手
渡
し

訴
え
る
し

か

な
い

、
と
言
っ
て

い
る
。

1
4日
ソ

ウ
ル

で

行
わ
れ
た
キ

ャ

ン

ド

ル

デ

モ

。
在
韓
米
軍

の
装
甲
車
に
女

子
中
学
生
２

人

が
轢
殺
さ
れ
た

事
件
に
米
軍
事

法

廷
が
無
罪
判
決
を
下
し

た

こ

と
へ
の

抗
議
だ
が
市
庁
舎

前
を
埋
め
つ
く
し

た
1
0万

人

の

人
の

写
真

に

圧

倒

さ

れ

た

。
そ
れ
に
も
増
し
て

感
動

し

た
の
は
、
デ
モ

の
下
に
掲

載
さ
れ
て
い

た
も
う
１

枚
の

写
真
だ
っ
た
（
「
赤
旗
」
紙
）

▼

米
大
使
館
前
で

抗
議
す
る

カ
メ

ラ

マ

ン

た

ち

の

姿
で

「
私
た
ち
に
と
っ
て

、
カ
メ

ラ

は
歴
史
を
記
録
す
る
道
具

で

あ
り
権
力
に
対
抗
す
る
武

器
だ
。
し

か
し
今
日
は
カ
メ

ラ

を
置
き
、
抗
議
す
る
」
。
こ

ぶ
し

を
あ
げ
て

の
抗
議
の
前

に
カ
メ
ラ

が
置
い
て

あ
る
。

民
衆
と
一
体
と
な
っ
て
報
道

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
姿

が
あ
っ
た

。
▼
近
頃
、
相
当

大
き
な
デ
モ

や
集
会
で
も
テ

レ

ビ
や
新
聞
で

報
道
も
さ
れ

な
い
こ

と
が
多
い
。
イ
ー
ジ

ス

艦
の
派
遣
と
い

っ
た
重
大

な
こ

と
で

も
、
メ
デ

ィ
ア
の

毅
然
と
し

た
批
判

が
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
も

ペ

ン

タ

ゴ
ン

の
い
い
な
り
に
な

っ
て

い
る
そ
う
で

、
ア
メ
リ

カ
で

は
い
ま
反
戦
の
運
動

が

日

増
し
に
高
ま

っ
て
い
る
の

に
報
道
さ
れ

ず
、
情

報
が
少

し
も
伝
わ

っ
て
こ
な
い
▼
こ

ん
な
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
に
腹

立
た
し
さ
を
覚
え
る

。
先
頃

メ
デ
ィ
ア
に
い
た
も
の
の
Ｏ

Ｂ
で

、
現
役
の
記
者
に

「
戦

争
を
起
こ
さ
せ
て
は

な
ら

な

い
。
戦
争
を

起
こ

す
も
の
に

加
担
し
て

は
な
ら
な
い
」
と

ア

ピ
ー
ル

を
出
し
た

ば
か
り

で

あ

る
（
別

項

参

照
）
。
だ

が
、
そ
の
記

者
発

表
に
き
た

新
聞
社
も
少

な
く

、
テ
レ

ビ

局
は
皆
無
だ

っ
た

。
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一
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一
一

一
一

一
一
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ニ
ュ
ー
ス
く
り
つ
ぷ

・

民
主
党
代
表
菅
氏

民
主
党
は
1
0日

両
院
議
員

総
会
の
投
票
で

菅
直
人
さ
ん

を
代
表
に

選
ん
だ
。

・

発
泡
酒
、
ワ
イ
ン
増
税

与
党
３

党
は
、
来
年
度

税

制
改
正
で

タ
バ
コ

ー
本
に
１

円
、
発
泡
酒
、
ワ

イ
ン
を
１

本
あ
た
り
1
0円
引
き
上

げ
る

こ

と
を
決
定
。

・

林
真
須
美
被
告
に
死

刑

判
決和

歌
山
地
裁
は
1
1日
9
8年

の

和
歌
山
市
ヒ

素
カ
レ
ー
事

件
で

林
真
須
美
被
告
に
死
刑

判
決
。
動
機
不
明
確

、
状
況

証
拠
の
み
だ

が
、
検
察
の
「
未

必
的
殺
意
」
を
認
め
た
。

林

被
告
は
即
日

控
訴

。

・

北
朝

鮮
核
施
設
再
稼
働

北

朝
鮮
は
9
4年
の

米
朝
枠

組
み

合
意
に

基
づ
い
た

核
施

設

凍

結

を

解

除

す

る
と

発

表

。
北
朝

鮮
は
米

朝
対
話
の

実
現

を
強
く
要
求
（
1
2日

）
。

・

住
友
生
命
ミ

セ
ス
裁
判

和

解
解
決

結

婚
を
理
由
に

昇
給
昇
格

差
別

を
訴
え
た

住
友
生
命
訴

訟

は
1
6日

大

阪

高

裁

で

和

解

。
一
審
通
り

解
沢
金
を
支

払

う
こ
と
で

決
着
。

・

国
外
に

住
む

被
爆
者
に

援

護
法
適
用
の
大

阪
高
裁
判

決
に

政
府
は
上

告
し

な
い

方

針

を
決
定
（
1
6日

）
。

信
じ
る
気
持
ち
を
な
く
し
か
け
て
い
る
大
人
た
ち
ヘ
ー
ー

心

あ
た

た

ま
る

ク
リ
ス
マ
ス
物

語

。

４
剞
跡丁
目
の

片

岡

し

の

ぶ

訳
　
　
　

●
1
2
0
0

円

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

シ

テ

ィ

ー

、

マ

ン

（

ツ

タ

ン
3
4
T

目

に

あ

る

メ

イ

シ

ー

百

貨

店

。

お

も

ち

や

売

り

場

の

サ

ン

タ

ク

ロ

ー

ス

と

し

て

、

一

人

の

老

人

が

雇

わ

れ

た

。

彼

の

名

は

ク

リ

ス

ー
ク

リ

ン

グ

ル

。

そ

の

風

貌

は

サ

ン

タ

そ

っ

く

り

だ

っ

た

’
・

一

●
・

―
・

一
・

一

・
一

一

一

●
●
・

●
●
ｓ

Ｉ
一

・

・
・

一

一
・

●
ｓ

●
・

ｅ

ｅ

ヴ
ァ
レ
ン

タ

イ
ン

ー
デ
イ

ヴ
ィ
ス

著

片
岡

し
の

ぶ

訳
　
　
　

●
１
２
ｎ

煙

突

掃

除
の
少

年

た
ち
の

友

情

を
描

い
た

不

朽
の

名

作
．
待

望
の

復
刊
！

黒

い

兄

弟

宍

リ
ザ

ーテ
ツ
ナ
ー
著

酒
寄
進
一
訳

●
各
1
8
0
0

円

氈頡讌

つ
く
っ
て
、
食
べ
て
、
調
べ
よ
う

自
然
と
文
化
の
ワ
ク
ワ
ク
絵
本

2 ００３年 は

參 ヒ ツ ジ の 絵 本

むとうこうじ編 ／スズキコージ絵
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②
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ヘ
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③
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イ
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ニ
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ジ
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⑩
イ
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ウ
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⑤
卜
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ラ
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セ
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お
ヤ
ギ

⑧
イ
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參
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⑦
ム
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ソ
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⑩
ア
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⑧
ダ
イ
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ガ
イ
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⑩
ワ
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⑩
ニ
ワ
ト
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茹
ス
イ

力

參
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

⑩

カ
キ
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キ
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サ
ガ
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⑩
シ
イ
タ
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図
ニ
ン
ジ
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躱
ミ
ツ
バ
チ
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ニ
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チ
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ブ
ル
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斎
藤
孝
・
文

つ
ち
だ
の
ぶ
こ
・
絵

お
っ
と
｀
阯

辰

雄
之
縢

Ａ
４
変
／
3
2
P
／
本
体
一
二
〇
〇
円
（
十
税
）

お
じ

い
ち

ゃ
ん
と
子

ど
も
た
ち

が
忍
者

ご
っ

こ
を

し
な

が
ら
「

驚
き
桃

の
木
山

椒
の
木
」

「
そ
の
手

は
桑
名
の
焼
蛤
」
な
ど
の
こ
と
ば
遊

び
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
、
楽
し

い
絵
本
。

『
声

に

出
し

て

読

み

た

い
日

本
語

』

の

斎

藤

孝
の

絵

本
。

読

め
ば

必
ず

声
に

出

し
て

読
み

た

く
な

る
。

お問 い合 わせは

ほ る ぷ 出 簷 蟲 冫 沁
゛－
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り、 楽しい親子遊びが満
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師
走
の
街
2
0
0
0人
が
デ
モ

「
誰

が
ど

う
考
え
て

も
、

ア
メ
リ
カ

が
イ
ラ

ク
を
先
制

攻
撃
す
る
の
は

間
違
っ
て
い

る
。
私
た
ち
日
本

、
世
界
の

市
民
は
反
対
す
る

。
・
＝
日

本

は
、
そ
の
立
場
で

、
一
方

的

に
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ

ク
攻
撃

に
加
担
し
て
は
な
ら

な
い

。

日
本
は
両
国
の
間
で

仲
介
の

労
を
惜
し
ま

ず
、
あ
ら

ゆ
る

戦
争
行
為
を
や
め
さ
せ
る
よ

う
に
せ
よ
」
。

こ

と
し
９

月
1
1
1
1

日

、
作
家

の
小
田
実
さ
ん
ら

が
発
し
た

こ
の
声
明
の
賛
同

者
が
７
０

０

人
を
越
え
た

。
そ
し
て

、

1
2月
1
3日
夜

、
東
京
・
渋
谷

公
会
堂
を
埋
め
つ

く
す
２
０

０
０

人

の

大

集

会

と

な

っ

た
。集
会
で
は

小
田

さ
ん
に

呼

び
か
け
ら
れ
た

志
位
日

本
共

産
党

委
員
長

、
土

井
社
民
党

党
主
も
か
け
つ
け

、
集
会
後

渋
谷
の
街

を
デ
モ

。
「
ア

メ

リ
カ
は
国
連

決
議
を
守
り

平

和
解
決
を
！
」
と
ア

ピ
ー
ル

し
た

。

好評シリーズ

二人1,1:･生 き?i が いIZI ・

皿
』

鳥

飼

玖

美

子

大
橋
由
香子
著

高
校
時
代
に
ア
メ
リ
カ
留
学
を
は
た
し

大
学
生
で
同
時
通
訳
者
と
な
る
。
ア
ポ

ロ
中
継
で
も
ラ
ジ
オ
で
も
活
躍
が
知
ら

れ
る
。
現
在
は
英
語
教
育
や
通
訳
養
成

に
尽
力
す
る
鳥
飼
玖
美
子
の
半
世
記
。

⑩
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

イ

ル

カ

ー

加
藤
千
代
著

⑥
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

田

丸

美

寿

々
－

板
倉
久
子
著

⑩
建
築
家
長
谷
川
逸
子

実
川

元
子

著

⑩
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
チ
ス
ト

小

林

照

子

１

西

妙
子
著

⑩

女
優

オ

ー
ド

リ

ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
ー
古
屋
美
登
里
著

各本体1500 円 十税

理論社研謁諤 竺鮫莅混
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女(第3種郵便物認可)第1346号

壷

大
改
悪
児
童
扶
養
手
当

母
子
家
庭
の
命
綱
・
児

童
扶
養
手
当
が
大
改
悪
さ

れ
た
年
だ
っ
た
。
母
子
家

庭
か
増
え
児
童
扶
養
手
当

が
増
加
す
る
一
方
だ
か
ら

と
い
う
。
年
収
の
上
限
が

大
幅
カ
ッ
ト
、
35
万
人
が

減
額
の
影
響
を
受
け
、
別

れ
た
夫
か
ら
の
養
育
費
も

所
得
に
計
算
さ
れ
た
。
さ

ら
に
11
月
議
会
で
、
た
っ

た
3
週
間
余
の
審
議
で
、

支
給
後
5
年
で
最
大
半
額

ま
で
減
額
。
就
労
に
熱
心

で
な
い
と
見
な
さ
れ
る
と

手
当
て
を
停
止
す
る
な

壷

ど
、
厳
し
い
改
悪
案
が
決

・

ま
っ
た
。
厚
労
省
は
か
わ

り
に
就
労
支
援
や
自
立
支
ゾ

援
事
業
を
行
う
と
言
う
ポ

が
、
実
効
性
が
あ
る
か
ど

一

う
か
、
誰
も
が
疑
問
視
し

　

て
い
る

(写
真
は
、

「不

.

況
で
母
子
家
庭
の
就
労
状

}
ゲ

況
、
賃
金
も
低
下
、
大
変

な
の
に
」
と
訴
え
る
当
事

'

者
た
ち
)

底
無
し
の
不
景
気
の
閉

麟縫鍮
、 職 灘

互 舜 華

彗 覇

鼎1
幣 馨
_礁 捻灘

吊㎎

。態灘 霞警檬 灘 灘 繕

餓繍難

「7

　藻
灘

響

瀟 灘畷欝
噸醗 噌 ㎜ 灘

b月28日 力 フ ー ル の 女 任 課 題 省 て 開 催 され た 「女 笹 と 民 主 化 セ ミ ナ
ー 」。phく)tobyYum監koTanaka

 

男
女
共
同
参
画
条
例

、

川

塞
感
。
新
た
な
戦
争
へ
の

◎

危
惧
。
何
と
も
不
安
な
年

の
暮
れ
で
あ
る
。

6
月

は
サ

ソ
カ

ー
。
年

の
後
半
は

「拉
致
」
。
一
色

に
染
ま

っ
た
メ
デ
ィ
ア
の

中
で
、
少
数
意
見
は
消
し

ユシ

飛
ん
で
し
ま
う
恐
ろ
し
さ

を
痛
感
し
た
。

世
界
中
を
右
か
ら
の
風

ツラ

が
覆

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「テ
ロ
撲
滅
」
の
大
義
名

分

の
も

と

、

ア
メ
リ

カ

、し〆一
、讐竃餐難灘讐鞘難騨懸

臨繭 畿 、.ハ 冥蹴 轡

フ
ノ
ン
ユ
大
統
領
は
イ
ラ

ご

フ

ク
攻
撃
を
豪
語
。
有
事
法

制
は
、
継
続
審
議
の
ま

繭
陀

亙
帆

瀦磯
灘

為

轡

障

ヴ

〉

喪

悼

蒸

影へ具体的支援を

1
月
21

日
～

つつ
首

、

「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
復

興
支
援
国
際
会

議
」
が
、
東
京

で

開
催
さ
れ

た
。
世
界
6ー
カ

国
、
20
以
上
の

国
連
機
関
が
出

席
し
、
同
国
に

対
す
る
具
体
的

支
援
を
公
約
。

日
本
で
も
、
「ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
の

支
援
に
関
す
る
懇
談
会
」

が
発
足
。
11
月
、
日
本
政

府
は
同
国
の
難
民

・
避
難

民
女
性
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
参
加
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、
1
0
3
万
ド
ル

の
支
援
を
決
定
。

各
地
方
自
治
体
で
男
女

共
同
参
画
条
例
づ
く
り
が

進
み
、
8
月
現
在
、
36
都

道
府
県
、
5
政
令
都
市
、

60
市
区
町
村
が
制
定
。
問

題
は
、
い
ま
条
例
に
集
中

し
て
、
ハ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

攻
勢
が
掛
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
入
札
申
請
に
男
女

雇
用
調
査
を
取
り
入
れ
た

福
岡
県
福
間
町
、

「男
女

共
同
参
画
週
間
」
を
設
け

た
熊
本
県
八
代
市
な
ど
よ

い
条
例
が
で
き
て
い
る

↓

方
、
山
口
県
宇
部
市
の
よ

う
に
、
平
等
反
対
勢
力
攻

勢
に

屈
し
、
修

正

・
改

悪
、
さ
せ
ら
れ
た
、
さ
せ

ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る

自
治
体
も
多
い
こ
と
だ
。

内
閣
府
の
指
導
は

。

(
写
真
は
岡
山
市
で
)

有
事
法
制
次
期
国
会
が
ヤ
マ
場

ス

ま
、
来
年
に
持
ち
越
さ
れ

〒

脳

そ

う
だ

が
、
あ

っ
と

言

う

ユ

間
に
イ
ー

ン
ス
艦
の
イ
ン

ト
洋
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ

た
。

フ

ノ

ン
ユ
大
統

領

に

纏

乱

懇
織

・

鰍

旨

、
肌

瓢

畿

謬

野嚢

象

灘

糠
辮

馨

鱗
孟
～

轟

繋
・

雛

鵜麟譲
難
響

騨
繍憲

ヨ

ハ
ネ

ス

ブ

ル

ク

ぞ

サ

ミ

ッ
ト

か

ら

8
月
下
旬
、
ヨ
ハ
ネ
ス
フ

ル
グ
で
、
1
9
ー
カ
国
参
加

し

「持
続
可
能
な
開
発
に
関

す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

か
れ
た
。
女
性
の
組
織
も
各

地
で
準
備
会
合
を
開
き
、
前

回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
会

議
の
行
動
計
画
の
見
直
し

と
、

『
ア
ジ
ェ
ン
タ
21
』
に

基
く
新
た
な
行
動
計
画
を
作

成
し
た
が
、

「持
続
可
能
な

「有
事
関
連
3
法
案
廃
棄
ー
」

と
、
市
民
が
声
を
上
げ
、
臨
時
国
会

で
見
送
り
に
な
っ
た
有
事
関
連
法
案

は
、
自
衛
隊
法
を
大
幅
に
改
悪
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
協
力
し
よ

う
と
い
う
法
だ
。
憲
法
で
禁
止
さ
れ

た
戦
争
に
国
が
荷
担
す
る
ば
か
り

か
、
国
民
個
人
も
総
理
大
臣
の
協
力

命
令
で
荷
担
さ
せ
ら
れ
る
。
拒
否
す

れ
ば
罰
則
。
ア
メ
リ
カ

・
プ
ッ
シ
ュ

政
権
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
の
緊
張
が

高
ま
る
中
、
法
案
成
立
を
急
く
小
泉

総
理
。「絶
対
許
さ
な
い
ー
」と
、市
民

は
立
ち
上
が
り
、
12
月
1
日
、
代
々

木
公
園
で
2
万
5
千
人
の
大
集
会
。

開
発
、
自
由
貿
易
」
の
声
に

阻
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
の
権
利

を
守
る
の
が
や
っ
と
の
状

況
。

圧

均
等
待
遇
の
法
制
化
を

長
引
く
不
侃
で
失
業
率

は
過
去
最
高
と
な
り
、
正

規
労
働
か
ら
パ
ー
ト
な
ど

の
非
正
規
労
働
へ
の
移
行

が
進
ん
で
い
る
。
厚
生
労

働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

パ
ー
ト
等
の
労
働
者
数

は
、
95
年
に
比
べ
、
3
2

0
万
人
増
。
企
業
が
パ
ー

ト
を
選
ぶ
の
は
、

「人
件

費
が
安
い
か
ら
」
。そ
の

上
、
職
務
も
責
務
も
正
規

と
同
じ
と
い
う
と
こ
ろ
が

4
割
以
上
を
占
め
る
。
し

か
も
、
パ
ー
ト
労
働
者
の

7
割
以
上
は
女
駐
だ
。
非

正
規
雇
用
労
働
者
数
は
1

2
0
0
万
人
を
越
え
、
基

幹
労
働
力
と
な
っ
た
が
、

正
社
員
と
の
待
遇
格
差
は

著
し
い
。
均
等
待
遇
を
求

め
る
動
き
は
年
々
高
ま

り
、
各
地
で
集
会
も
開
か

れ
て
い
る
。
国
会
で
も
、

超
党
派
や
党
議
員
に
よ
る

議
員
連
盟
が
発
足
。
均
等

待
遇
を
盛
り
込
ん
だ
法
案

骨
子
も
発
表
さ
れ
た
。

、 ガ
A

 

ミ

＼
1事曜

き

女性【文する輿力根絶の陀めのノノ訳ルマーク

ホ

や
避

ナ

D
V
法
施
行
1
年
に

D
V
法
が
施
行
さ
れ
て
1

年
、
9
月
末
ま
で
保
護
命
令

の
申
立
は
1
1
6
0
件
、
配

偶
者
暴
力
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
は

(4
月
か
ら
)
、1

万
7
5
8
5
件
。
D
V
は
犯

罪
と
い
う
意
識
が
深
ま
り
つ

薪参.

 

選
挙

に
異

変

、
女

が
鍵

来
年
は
統

一
地
方
選
挙

の
年
。
全
国
て
、
道
府
県

知
事
か
ら
町
村
議
会
ま

で
、
2
3
6
4
件
の
選
挙

が
行
わ
れ
る

(共
同
通
信

調
べ
)。
こ
れ
ま
で
地
盤
、

看
板
、
鞄
と
い
わ
れ
た
選

挙
の
在
り
方
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
長
野
、
千
葉
県

知
事
選
、
横
浜
市
長
選
に

見
る
よ
う
に
、
無
組
織
市

民
が
勝
手
に
推
す
無
所
属

候
補
が
当
選
。
最
近
の
決

挙
は
、自
民
、
公
明
な
ど
が

轟

つ
あ
る
も
の
の
、
D
V
に
絡

む
殺
人
な
ど
凶
悪
犯
罪
も
多

発
。
2
年
後
の
見
直
し
に
向

け
、
保
護
の
拡
大
、
被
害
者

の
自
立
支
援
、
加
害
者
の
更

生
教
育
な
ど
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

芝
信
判
決
に
続
け

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

施
行
後
、
初
の
差
別
裁
判

と
し
て
住
目
さ
れ
た

「芝

信
用
金
庫

・
男
女
昇
格
差

別
訴
訟
」
は
10
月
、
最
高

裁
で
、
訴
え
た
女
性
た
ち

の
勝
訴
で
和
解

(写
真

上
)。
使
用
者
は
、
男
女
を

平
等
に
扱
う
義
務
が
あ
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
「シ

ャ
ー
プ
男
女
差
別
裁
判
」

を
、
1
人
で
闘
っ
た
羽
田

友
子
さ
ん
も
、
勝
利
和

解
。
ま
た
均
等
法
後
、
コ

蠣
麟
難

響
慕
雛
弩
晒野寒霧嚢欝鋤繋撫雛ζ等轟幾

鼠 欝"糖響騰気

ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
を

導
入
す
る
企
業
が
増
え
た

が
、
こ
れ
を
違
法
と
す
る

野
村
護
券
13
人
の
女
駐
の

訴
え
に
、
東
京
地
裁
は
2

月
、

「男
女
の
コ
ー
ス
別

処
遇
人
事
は
均
等
法
に
違

反
」
と
し
た

(写
真
左
)。

明
る
い
判
決
が
続
い
て
い

る
が
、
雇
用
管
理
が
複
雑

化
し
、
男
女
差
別
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
今
、

間
接
差
別
な
ど
新
た
な
対

応
が
迫
ら
れ
る
。

20ω嶽雌挙晦曝
匡r顎 鵜羅霧

難

極

劣

、

推
す
現
職
市
長
を
破

っ

て
、
全
国
最
年
少
の
白
井

文
さ
ん
(12
)が
尼
崎
市
長

に
当
選
し
た
こ
と
だ
。
女

性
セ
ロ
議
会
を
な
く
そ

う
、
バ
ッ
ク
ア
ソ
プ
・ス
ク

ー
ル
な
ど
、
女
性
も
来
年

に
向
か
っ
て
各
地
で
動
き

始
め
た
。
統

一
地
方
選
の

鍵
を
握
る
の
は
女
駐
だ
。

滋謡

 

夢
鼻轡

膿

錨
聾
ヘ

タ

ヨ
麟

尻

/

埠

バ

/

み

耀

〆

澱

蚊

罪琳

今
年
始
め
は
国
会
議
員

を
め
く
る
騒
動
が
耳
目
を

集
め
た
。
N
G
O
問
題
を

め
く
り
田
中
真
紀
子
外
相

(当
時
)対
鈴
木
宗
男
議
員

の
対
決
、田
中
外
相
解
任
、

"女
の
涙
"
さ
わ
き
か

ら
、"ム
ネ
オ

ハ
ウ
ス
"の

鈴
木
宗
男
議
員
を
追
求
す

る
う
ち
、
辻
元
清
美
、
加

藤
紘

一
議
員
ら
の
議
員
辞

痔

鞭
取

澤 棄

欝',㌧
幽磁

 

曜

㌦
`
繍弦

警

講

灘

.羅
鐸

職
に
。
田
中
真
紀
子
さ
ん

も
辞
職
。
鈴
木
さ
ん
の
み

拘
置
所
内
で
議
席
を
守
っ

て

"頑
張
る
"。な
に
か
釈

然
と
し
な
い
の
は
、
人
気

女
駐
議
員
だ
っ
た
辻
元
、

田
中
さ
ん
が
仕
組
ま
れ
て

消
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る

か
ら
か
。
秋
に
は
拉
致
問

題
と
の
か
ら
み
で
社
民
党

女
陛
議
員
の
離
党
も
。

国
会
議
員
辞
職
騒
動

ニ

ュ
ー

ス

く

り

つ
ぶ

1

・
21

1

・
23

1

・
25

1

29

1

・
31

つ つ臼 一
■ ■

51

3339
● ● ●

2625121

・1 4

)14

 

4

・
26

5

。
5

555

876

55
●0

2720

5
■

31

5

30

666

1472

 

6

・
19

6

・
21

7777
● ● ■ ●

262451

 

7

・
27

7

・
29

8

・
9

}ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
国
際
会

議
」
が
、
東
京
て
開
催
。
緒
方
貞
子
さ
ん

が
共
同
議
長
.

雪
印
食
品
、
偽
装
牛
肉
事
件
発
覚

小
泉
首
相

『涙
は
女
の
武
器
』
発
昌
。

田
中
真
紀
子
外
椙
更
迭

米
国

・
フ
ソ
ソ
ユ
大
統
領
、
イ
ラ
ン
、
イ

ラ
ク
、
北
朝
鮮
を

『悪
の
枢
軸
』
と
非

難最
高
裁
、
婚
外
子
の
認
知
後
の
手
当
支
給

打
ち
切
り
は
無
効
と
判
断

川
口
環
境
相
、
外
相
に
就
任
、

厚
労
省

「
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
研
究
会
」

中
間
報
告
、

"均
衡
"
待
遇
の
法
制
化
を

求
め
る

雪
印
食
品
、
経
営
再
建
断
念
.

ベ
ル
ギ
ー
政
府
、
原
発
全
廃
決
定
。

薬
害
ヤ
コ
フ
病
訴
訟
和
解
、

政
策
秘
書
給
与
疑
惑
で
、
村
民
見
・
辻
兀

肩
美
議
員
辞
職

加
藤
紘

衆
議
辞
職
。

小
泉
首
相
、
例
大
祭
に
靖
国
神
社
参
拝

東
京

・
多
摩
市
長
選
て
渡
辺
幸
子
さ
ん
当

選福
岡
地
裁
、
中
国
人
強
制
連
行
に
賠
償
命

令
。
仏

・
大
統
領
選
で
、
現
職
ン
ラ
ク
大
統
領

極
右
政
党
に
圧
勝
、

ス
ー
チ
ー
さ
ん
、
目
宅
軟
禁
か
ら
解
放
。

有
事
3
法
案
、
衆
院
て
質
疑
始
ま
る

国
連
子
ど
も
特
別
総
会
開
幕
。
井
ー
裕
参

院
議
長
辞
職
。

中
国

・
藩
陽
市
の
日
本
領
事
館
に
亡
命
を

求
め
た
北
朝
鮮
一
家
を
、
中
国
武
装
驚
宮

が
拘
束

東
チ
モ
ー
ル
独
立
。

防
衛
庁
、
清
報
公
開
請
求
者
の
リ
ス
ト
作

成
が
発
覚
。

最
高
裁
、
男
女
遺
失
利
益
同
等
判
決
.、

政
府
首
脳
、
非
核
三
原
則
見
直
し
発
言
。

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
フ
日
韓
で
開

催
。
ス
イ
ス
中
絶
合
法
化
国
民
投
票
で
承
認
。

児
童
扶
養
手
当
法
改
正
閣
議
決
定
。

政
府
税
調
、
配
偶
者
特
別
控
除
廃
止
を
明

記
。
鈴
木
宗
男
衆
議
、
斡
旋
収
賄
容
疑
で
逮

捕
。
道
路
公
団
民
営
化
推
進
委
員
決
ま
る
.
猪

瀬
直
樹
氏
も
メ
ノ
ハ
ー
に
。

国
際
刑
事
裁
判
所
設
立
条
約
発
効
。

長
野
県
議
会
、
田
中
知
事
不
信
任
。

郵
政
関
連
4
法
成
立
。

健
保
法
改
正
案
成
立
、
勤
労
者
の
医
療
自

己
負
担
は
3
割
に
。

東
京
地
裁
、
司
法
と
し
て
初
め
て
、
7
3

ユ
部
隊
の
存
在
認
め
る
。

中
教
審
、
奉
仕
活
動
全
員
参
加
、
成
績
評

価
の
対
象
に
す
る
と
の
答
申
を
ま
と
め

る
、
田
中
真
紀
子
衆
議
、
辞
職
、

1磯 しだ爆鯉1雛篇 諭 謝墜鷹 醒

日朝国交正常化 拉致問題が連日新聞をにぎわ した
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性女2002年12月20日(金 曜 日)(3)

粧

 

2

櫻
思縄塾 、

直
ち
に
理
解
を
示
し
、
協

力
す
る
日
本
政
府

。

憲
法
も
教
育
基
本
法
も
、

00

、

ま
す
ま
す
危
な
い
。
福
祉

も
ど
ん
ど
ん
切
り
捨
て
ら

れ

て

い
く

。

も
ち
ろ
ん

「脱
タ
ム
」

の
田
中
長
野
知
事
の
圧
勝

に
象
徴
さ
れ
る
乱
開
発
へ

の
批
判
な
ど
新
し
い
風
が

吹

い
て

い
る

。

だ

が
、
男

迄 悔望

懸壌

 

女
共
同
参
画
条
例
も
各
地

で
で
き
は
じ
め
、
確
実
に

前
進
し
て
い
る
と
思
わ
れ

撫
醸
鎌
藍
♂
繍
謬

2

田H

徽

て

い
た

ン
ェ
ン

タ

ー

の
問

題
に
も
逆
流
が
起
き
て
い

る

。来
年
の
風
は
さ
ら
に
冷

11

た
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ

そ
改
め
て

「平
和
と
平

等
」
を
叫
び
た
い
。

麹戴
箋撫 一 鷺

式

㌻

～

平
和

の
島

コ
ス
タ
リ

カ

(

9
・
1ー
テ
ロ
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
攻
撃
、
イ
ラ
ク

・
問
題
と
米
国
を
中
心
に
、

ズ

・
世
界
中
が
き
な
臭
く
な
っ

,て
い
る
中
、
早
乙
女
勝
元

ル

～
さ
ん
企
画
の
映
画
、

『軍

ゆ}
隊
を
す
て
た
国
』
に
よ
っ

サ♂
て

、
中
米

の
小
さ
な
国
、

ヒ

気

覧

～

,
ー

～

～

毎
ー
,
ー

㍗

来 日したカレノさん。子供たちとコスタ リカのことを楽 しく語った

{ゾゆ

11
月
14
日
、

「教
育
基

～
本
法
」
見
直
し
に
つ
い
て

～
の
中
央
教
育
審
議
会
の
中

}
問
答
申
が
出
た
。
昨
年
、

め
文
科
省
の
諮
問
は
、
見
直

ハ

ψす
箇
所
、
内
容
を
指
定
し

ル

～
た
異
例
と
言
わ
れ
る
詳
し

ゆ^
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
す

}
べ
て
応
え
、
愛
国
心
や
公

ゆ・
共
心
、
伝
統
文
化
の
尊

鴛

教
育
基
本
法

蘇餐もも擬 鍛灘糊藤
熱騰 鋤欝瞭繍 臓}する鋤に

"
見

直

し
漁

》

重
、
家
庭
の
役
割
等
を
強
♂　

調
し
た
。

「教
育
基
本
"
や

法
」
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
{

サ

ず
、
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
へ

た
反
対
運
動
も
こ
こ
へ
来
}

て
活
発
に
な
っ
て
い
る
}

(写
真
は
第
1
回
公
聴
会
　

・
東
京
H
で
意
暴

薬

に
偏
り
が
あ
る
と
抗
議
烹

る
参
加
者
た
ち
)。

～

～

榊

コ
ス
タ
リ
カ
が
ク
ロ
ー
ス

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
コ
ス
タ

リ
カ
は
、
国
防
の
た
め
の

軍
備
は
認
め
て
い
る
も
の

の
、
国
民
の
総
意
で
53
年

間
非
武
装
を
続
け
て
い

る
。
周
囲
の
国
が
内
戦
状

態
に
な
っ
た
中
米
紛
争
の

縁

弩

・

費

篤運
ー

&
マ
犠

ー

ご簸

撚
.

曽

儲

嘱

妥

＼

ρ

}}ま

だ
ダ

メ
?
夫

婦

別
姓

}砕
懸
案
の
選
択
的
夫
婦
別

ル～姓
制
度
が
姐
上
に
。

「家

ヒ

{族
が
崩
壊
」「日
本
の
伝
統

ヒ

V文
化
」
論
で
反
対
を
表
明

)し
て
い
る
人
々
に
理
解
を

ハ～
求
め
よ

う
と
、
政
府
は
、

^夫
婦

同
氏

原
則

を
打
ち
出

ム
　
　

　
ぼ

ヴら

轡
儘

r

う
く

ラ

き
る
タ
く

ゴ

　(》～

し
た

「例
外
的
夫
婦
別
姓

～
ヅ

制
度
」
の
試
案
を
示
し

　

た
。
自
民
党
法
務
部
会
の

一

話
し
合
い
で
は
、
平
行
線

(

の
ま
ま
。
反
対
派
の
組
織

ガ

的
な
集
会
も
開
か
れ
、
結

局
、
国
会
閉
幕
で
廃
案
。

畿

緯
漿

庵Ψ塾写3

舞

驚滋

蜘

ミ

ュダ

5

、
を

♪

リ
レ

時
も
、
再
軍
備
は
せ
ず
、

平
和
裏
に
紛
争
を
冶
め
ゑ

役
を
務
め
た
。
日
本
の
民
いレ

間
団
体
の
招
き
で
、
同
国
～

ド

の
国
際
学
者
や
、
元
大
統
一

領
の
妻
カ
レ
ン
さ
ん
が
来

胃

日
。

「平
和
は
自
ら
努
力
}

し
て
つ
く
り
出
す
も
の
。
ハ

そ
の
た
め
に
は
教
育
と
、
ノ

民
主
主
義
を
育
て
る
こ
と
"

が
大
切
」
と
語
っ
た
。

}

重～
～

,
～

鵠

夫鰯灘選択制⑳轟現を求め
～漕力ある社金をめざセ鷲～

一 鰯麟購繍職醗離購購 腎

綾
賊 疑

一
鞭1築

タ

聾

貌

厄

ガ

「青
少
年
.

有
害
社
会
環

境
対
策
基
本

法
案
」
衙
人

Ψ

情
報
保
護
法
ゾ

塞

天
権
擁
～ザ

護
法
案
」
、
い

(

わ
ゆ
る

「メ

・

デ

ィ
ア
規
制

w

3
法
塞

に

∀

反
対
し
、
作

家
、
メ
デ
託

ア
で
働
く
あ

鰍.。 蟹

箋
邑t

毛

琴

嫡曾8

R雛o鴨 瓢"邑貧艦 鱒緯

ー

酒
嵐

・

夢
漏

 劉

N

…

冤

警
※

鶴

、

爪

薮

お
鰯
黙

訟識

 

馬～

～

,
更

ら

ち

¢

ミ

～

女
性
ゼ

ロ
議
会
半
数

、

築

撃
壽

きセ 　

器 鼻
ぐ

纈
、 空凶

鰍 脇

糞擁

漿
揆
華

麟
整
緩

メデ ィア規制3法

 

女
陛
議
員
が
増
え
れ
ば
社

会
が
変
わ
る
、
と
言
わ
れ
て

長
い
。
7
月
現
在

(総

務

省
、
内
閣
府
調
べ
)、女
性
が

議
会
に
占
め
る
割
合
は
、
衆

議
院
4
7
7
人
中
35
人

(7

・
3
%
)、参
議
院
2
4
5
人

中
38
人

(15

・
5
%
)
。列
国

議
会
同
盟

(I
P
U
)
の
世

界
女
陛
国
会
議
員
比
率
ラ
ン

㌶
齢

撒綴

た
ち
が
中
心
に
、
共
同
ア
一

ピ
ー
ル
、
デ
モ
や
ロ
ビ
ー

・
ノ

括
動
を
展
開
。
臨
時
国
会

(

で
は

「個
人
を

」
廃
案

∀

に
さ
せ
た
が
、
政
府
与
党

v

は
、
義
務
規
定
の
見
直
し

vゆ

な
ど
、
修
正
を
加
え
る

v

か
、
新
し
く
作
り
直
す

{
へ

か
、
次
期
通
常
国
会
で
の
～

成
立
を
目
指
す
と
い
う
。
晒)

ー

■ー

～

キ
ン
グ
か
ら
見
る
と
、
衆
院

1
1
7
位
、
参
院
24
位
と
い

う
低
さ
だ
。
地
方
議
会
は
、

徐
々
に
増
え
て
い
る
も
の

の
、
都
道
府
県
5

・
7
%
、

市
議
10

・
5
%
、
政
令
指
定

都
市
15

・
0
%
、
町
村
4
・

8
%
、
特
別
区
20

・
0
%
。

町
村
に
は
ま
だ
半
数
以
上
女

性
の
い
な
い
議
会
が
あ
る
。

醜 、

鱗輪
§

@藝

八
代

麹
物

鱈

ー
欝

鰯

懸
鷹
騨
撫

護蚕 陰

耀
覧表噂 κ齢 誘

睡'聯 踊

饗

釜
期耗

 

離

も

ぽ

ず

婆

・燕

・

ゆ

ゆ
ま

へ

ぎ

き

も

ソ
ま

灘

・ '

ま
る
改
憲

へ
の
危
機
感

へ
の
危
機
感
が
高

》
ま
っ
て
い
る
。
憲
法
記
念

謬
日
に
、
平
和
憲
法
を
守
れ

バ　
と
意
見
広
告
が
出
る
の
は

　
疸
例
だ
が
、
今
年
は
広
告

恥
を
見
て
感
動
し
た
と
掲
載

轟
後
も
カ
ン
パ
が
集
ま
る
な

r
`

W

獲蟄

　駄ぴへ欝

拠 嘱郎 ●照難
讐
♪粛受砺弄栂

憲

鰻 雲 頭

期ま 飛 幹

"

暉・醐 醐 筆""。謬 瓢

"

口師 ・

　

 

く
,
ー

ー

～

,
、
更
ξ

悼 し 琳 暫 鰍

 

"脅

㌘

漁

、

男
女
共
同
参
画
白
書

～

ど
、
従
来
に
は
な
い
大
反
心

響
。
そ
ん
な
中
、
憲
法
調
∀

査
会

(中
山
太
郎
会
長
)
、
ゾ

は
11
月
1
日
議
論
を
整
理
・

し
た
中
間
報
告
書
を
提
・

出
。
一
刻
も
早
く
結
論
を
禅へ

と
出
し
た
い
9

～～

㌔

匠
ノ

～

↓

内
閣
府
は

『平
成
14
年

ゆ.
版
男
女
共
同
参
画
白
書
』

～で
、
昨
年
度
の
女
駐
の
共

♂
同
参
画
状
況
を
都
道
府
県

.別
デ
ー
タ
で
示
し
た
。
白

・書
に
よ
る
と
女
陸
の
参
画

・が
進
ま
な
い
背
景
の
ひ
と

柑
つ
に
、
5
割
を
超
え
る
町

め浄村
議
会
に
女
性
議
員
が
い

ゆ}な
い
こ
と
を
あ
げ
た
。
さ

浄ら
に
女
陛
議
員
比
率
と
男

一㌻

噸
●
ー～

施
砂繕

}

2
0
0
1
年
9
月
11
日
の
同
時

}
多
発
テ
ロ
に
対
し
、
プ
ッ
シ
ュ
政

～
権
は
、
即
座
に
武
力
報
復
を
打
ち

い
出
し
た
が
、

「報
復
か
ら
何
も
生

幌
ー
～

～

～

ー

、
ー

ノ
～
ー

げ

タ

ラ

ま

タ

ま

き
ざ
き

タ
る
き
る
ど

き

タ
る
タ

～}～

女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

率
が
相
関
関
係
に
あ
る
こ

.

と
が
明
ら
か
に
・

　

ま
た
、今
年
度
の
国
・自

'
へ

治
体
の
参
画
状
況
で
は
、
へ

各
分
野
で
女
性
の
参
画
が

,
り

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
地

}げ

方
議
会
の
女
陛
議
員
は
、

1
割
に
も
及
ぼ
ず
(6
・
{

8
%
)
、
女
駐
議
員
ゼ
ロ
V

議
会
は
、
50
・
8
%
も
〃

}～

肇
～

ー

史
～

～

～

～

む
～

ぐ
～

～

亀
く
↓

手
サ
李
`
レ
6
～

〉

彫～

摯
`
～

距

戦
後
補
償
を
無
視

一

昨
年
12
月
最
終
判
決
を

}
出
し
た

「女
陸
国
際
戦
犯

漕
法
廷
」
の
実
行
委
は
法
廷

・
の
判
決
の
実
行

(謝
罪
と

}
賠
償
)
を
求
め
運
動
、
政

^
府
へ
の
要
請
を
行
っ
て
い

浄
る
が
政
府
は
無
視
を
つ
づ

ま
れ

な
い
」
と
、
た
だ
1
人

米
国

連
邦

議
会

で
反
対
し
た
の
が

ー

ハ

ラ

・
リ
ー
下
院
議
員
。
8
月

来
日

し

、
真
の
平
和
を
語
る
。
感
動

ー

く
心～

気
■
垂
■
受
■
噸
◎ζ
ノ
～

ξ

}W曜

響

試
、.

け
る
。

一
方
野
党
3
党
の
一

「慰
安
婦
」
問
題
解
決
の
～

た
め
の
法
案
は
7
月
、
参

、

院
内
閣
委
で
初
め
て
審
議

を
行
い
、
継
続
審
議
に
持

ち
込
み
、
12
月
に
は
参
考

人
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

飛

声勾

緯

、

拙潔
㍉
/

ノ 　 し　　　　　 　 　　　　

1米 国連邦議会対1人
{

し φ ヴ"w-〆 励.Ψvヅ.ガ.卍 や＼ゲ 官 蝋

灘難
翫嫡

 

難麗
麟蔭懸 ・騨 駅翻

幽義璽

「子 ども特総」に6千 人

磁
覧
講

鼠

鍮

㏄

ジ

綾

鯵

・

、

海

峨
ゼ

憲
誓
が

ド

・

饗

弾

駕
稽

肇
轟

`

脅

。懸

贈

ん とともに

盤 題解決

纏 。

鵡
、瓶

譲

凝

薙

丸

海
,

.融
雛

ジ ェ ンダ ー フ リーへ の攻 撃

_箸 鰭鶴 、
5月5日 の 「子 と も フ ォー ラ ム 」オ ー フ ニ ノ ク て 。
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至
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♪

喚
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奪
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葦
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タ

さ

制

神道

 

宋

霧嚇騨

塒 鰹 照

 

夢

紹

冠
W

鞍
譜

㌔

繊

灘

鑓

嫉

義

能
織

臨

弁
護
士
た
ち
は
劇
で
内
容
説
明

嚢藝e

'
♂

r戦時性的強制被響劉問題

質 疑 報 夢 鯉会
　ゑ を

ヴ や
も へ を

ゐ 　 な

鰻
ψミ

諭

帽 葱

・1

噛翻
芝櫨懸
鎌 薬♪

縣

尻
一一_鋼

!ε 一

跳 無 蓬

〆 崩 う《

獲 薩 蜜 メ
.

で

}鵬 喩 こ落塾磁款

輸

 

え

遠の く裁判所の門

ソ
ェ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
は
日

本
人
の
美
意
識

・
伝
統
文
化

の
否
定
、
男
ら
し
さ
女
ら
し

さ
の
否
廻
は
行
き
過
き
と

"
ソ
ェ
ノ
タ
ー
フ
リ
ー
"
へ

の
ハ
ソ
ソ
ン
ク
が
目
立
ち
は

じ
め
た
。
国
会
で
も

「行
き

過
き
」
が
取
り
上
け
ら
れ

た
。
駐
の
自
己
決
定
権
な
ど

か
や
り
玉
に
、
男
女
共
同
参

画
条
例
へ
の
修
正
要
求
が
出

た
と
こ
ろ
も
。
し
か
し
こ
の

た
め
に
真
に
す
ば
ら
し
い
条

例
を
つ
く
ろ
う
と
、
女
陛
た

ち
の
運
動
も
活
発
に
な
っ
て

い
る
。

反
彊

動
を
展
開
・
難
ら

し
て
、
負
け
た
ほ
う
が
勝

(

っ
た
方
の
弁
護
士
費
用
も

"認

出
す
法
律
と
言
う
の
だ
か

'

ら
、金
の
無
い
人
・運
動
団

{や

体

な
ど

は

怖
く

て
、
裁
判

～

所

の
門
さ
え

叩
け
な

い
。

　

～
～
～

,

ー

,

,

膏}▼

「国
連
子
ど
も
特
別
総

会
」
が
、
5
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開

.

催
。
世
界
1
8
7
力
国
、
7

約
6
0
0
0
人
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
こ

〕
ゆ

と
を
自
分
の
言
葉
で
語
っ
～

た
意
義
深
い
会
議
だ

っ
一棚

た
。
21
世
紀
最
初
の
10
年

間
の
行
動
計
画
を
含
む
成

果
文
書

『子
ど
も
に
ふ
さ

　

わ
し
い
世
界
』
を
採
択
。

～ソ

文

書

で
は

、貧

困

、
H

I

V

{

/

エ
イ

ズ

撲
滅

を

重

視

。

.

ウ
サ
ウ

ぐ

リ

ウ

レ

さ
ノ
セタ
ぴノ

ゆ静

政
府
の
司
法
制
度
審
議
}サ

会
報
告
書
に
、
弁
護
士
報

諭
ひ

酬
の
敗
訴
者
負
担
制
度
の
(

導
入
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

.

「こ
れ
じ
ゃ
あ
庶
民
は
裁

ヴ

判
も
で
き
な
い
」
と
、
市

"

民
団
体
、
弁
護
士
た
ち
が

.

　
タ

拒
否
次

々
住
基
ネ

ッ
ヒ

　・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ハ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

(住
基

{
ネ
ッ
ト
)
が
導
入
さ
れ

.
た
。
個
人
の
清
報
が
、
本

戸

人
の
了
解
な
し
に
情
報
が

流
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
個

人
庸
報
漏
洩
シ
ス
テ
ム
と

・も
。も
と
も
と
「個
人
情
報

ゆ'
保
護
法
」
と
セ
ッ
ト
の
も

.の
で
、
同
法
が
廃
案
に
な

ゆ

戸
っ
た
今
、
こ
れ
も
廃
止
に

へ
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

・

5
地
方
自
冶
体
が
導
入

(を
見
合
わ
せ
、
横
浜
市

.は
、
市
民
の
選
択
制
に
。

語≠

最
終
的
に
は
、
住
民
の
3

)

分
の
ー
が
、

「非
通
知
」

晒

の
手
続
き
を
取
っ
た
と
も

{

言
わ
れ
る
。

.

8

・
.15

8

・
26

8

・
29

9

・
-

9

・
17

10

・
1

10
●

15

101010
● ●

1310月

 

10

・
24

10

・
27

10

・
28

11
●

8

1111
● ●

52

 

11

・
12

11

・
14

11

・
17

石
原
「バ
バ
ァ
発
言
」
訴
訟
に

沌

石
原
都
知
事
の

「生
殖

.
機
能
を
失
っ
た
女
駐
が
生

.き
続
け
る
の
は
地
球
に
と

一
っ
て
害
毒
」
と
い
う
発
言

一
に
怒
っ
た
都
在
住
在
勤
の

・
女
陛
た
ち
は
、
知
事
に
公

う

・
開
質
問
を
出
し
た
が
、
知

甲
ー

～

ー

ー

～

ー
ノ

御～

事
は
完
全
無
視
。
怒
っ
た
詑

女
性
た
ち
は
、
訴
訟
と
人
へ

権
救
済
の
申
し
立
て
に
踏
いが

み
切
っ
た

(写
真
は

"オ
謎
や

ハ
ア
チ

ャ
ン
の
原
宿

"
東

(

京

・
巣
鴨
の
地
蔵
通
り
で

西

の
抗
議
風
景
)
。

,

ξ

`

`
～

晦

11

・
24

11

・
27

12

・
4

1212

166

国 した蓮池さん夫婦拉致 されて

　
　
ツ
ノ
ダ

甥鞭

饗
灘
〆

霜

紮

琶

あ
な

キ

 /

=

㌻

年
ギ

♪

聾

。

の

備

悉

噛
狭

愛
媛
県
教
委
、

「つ
く
る
会
」
の
教
科
書
採

択ヨ
ハ
ネ
ス
フ
ル
グ

「持
続
可
能
な
開
発
世
界

サ
ミ
ソ
ト
」
開
催

(9

・
4
ま
で
)

東
電
原
発
損
傷
事
故
隠
蔽
29
件
発
覚
。

長
野
県
知
事
選
で
、
田
中
康
夫
前
知
事
圧

勝
。
投
票
率
73

・
78
%
。

小
泉
苗
相
訪
朝
。
金
成
日
総
書
記
長
拉
致
事

件
を
認
め
謝
罪
。

71
歳
の
内
田
敏
子
さ
ん
、
世
界
最
高
齢
で
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
頂
。

日
本
人
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
タ
フ
ル
受
賞

米
国
上
院
、
イ
ラ
ク
武
力
攻
撃
容
認
。

イ
ン
ド
ネ
ソ
ア

・
バ
リ
島
で
爆
弾
テ
ロ
。

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
5
人
、

一
時
帰
国
。

「千
葉
県
男
女
共
同
参
画
条
例
」
案
、
継
続

審
議
に
。

芝
信
用
金
庫
男
女
昇
格
・
賃
金
差
別
訴
訟
が

最
高
裁
で
勝
利
和
解
。

衆
参
統

一
補
選
で
、
与
党
圧
勝
。
投
票
率
は

過
去
最
低
。

モ
ス
ク
ワ
で
、
劇
場
占
拠
テ
ロ
。

"救
出
"

で
1
1
7
人
死
亡
。

米
海
兵
隊
少
佐
、
強
姦
未
遂
事
件
。

米
国
中
間
占
拠
で
共
和
党
圧
勝
。

名
古
屋
刑
務
所
の
刑
務
官
5
人
が
、
受
刑
者

を
集
団
暴
行
で
逮
捕
。

母
子
寡
婦
福
祉
法
案

(児
童
扶
養
手
当
)
大

幅
改
悪
。

中
教
審
、
教
育
基
本
法
見
直
し
中
間
報
告
。

愛
国
心
、
道
徳
心
強
調
。

尼
崎
市
長
に
、
女
性
、
最
年
少
の
白
井
文
さ

ん
。
5
党
推
薦
候
補
を
破
っ
て
の
当
選
。

東
京

・
新
宿
区
長
選
で
、
中
山
弘
子
さ
ん
当

選
。
23
区
初
の
女
性
区
長
。

イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
開
発
疑
惑
に
対
す

る
国
連
査
察
始
ま
る
。

政
府
、
イ
ー
ジ
ス
艦
を
イ
ン
ト
洋
に
派
遣
決

定
。
拉
致
被
害
者
支
援
法
成
立
。

自
民
税
調
、
配
偶
者
特
別
控
除
廃
止
了
承
。

住
友
生
命
既
婚
女
性
待
遇
差
別
訴
訟
、
大
阪

高
裁
で
勝
利
和
解
。

.絡
謬
遜

鱒
難

講
顛
灘
雛
顯

今

何

が

:

・

庶

民

の
立
場

に
た
っ
て
ル
ポ
す

る

「
ト
キ
ュ
メ
ン
ト
D
D
」
。

T
B
S
テ
レ
ビ

毎

週
火
曜

日

25
時

50
分

～

こ
の
他
、
2
時
間

ス
ペ
シ
ャ
ル
、
B
S

l
な
と
に
も
制

作
。

現
代

セ
ン
タ
ー

代

表

吉

永

春

子
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10個

各少々

適宜

外
国
籍
女
性
の
避
難
所

横

浜

の

「
女

性

の

家

サ

ー

ラ

よ

が

圃

周

年

を

迎

え

、

さ

さ

こ

ろ

川

周

≒

記

念
総

会

を

開

い

た

。

外

国

籍

女

性

の

シ

ェ
ル

タ

ー

と

し

匸

川

年

問

で
４
.［
Ｏ
Ｏ

入

の

女

性

『
罔

伴

の

言

』
も

を

入

れ

る

と

６

０

０

人

）

气

緊

急

一
時

避

難

の

場

所

と

し

て

受

け

入

れ

て

き

た

。

経

済

的

に

は

常

に

苦

し

み

な

が

ら

乗

り

切
０

、
1
0

年

を

迎

え

だ

の

が

奇

跡

の

よ

う

な

気

が

す

る

と

い

う
（

サ

上

フ
ー

代

表

こ

二
本

恵

美

子

さ

ん

の

挨

拶

か

ら

）
。
圃

年

を

⑤

气

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

格

取

得

の

た

め

活

動

す

る

予

定

だ

。

サ

上

フ
ー

設

立

の

き

っ
か

け

は

、
工

９

９

２

年

、

タ

イ

か

ら

の

フ

ァ

ク

ビ

ロ

が

、

あ

る
Ｎ

Ｇ
Ｏ

に

届

い

た

匸

と

か

ら

。

「

管

理

売

齎

の

も

と

に

あ

る

タ

イ

女

性

を

救

っ

匹

と

い

う

依

頼

だ

っ
た

。

う

よ

く

逃

が

し

、

女

性

は

横

浜

ま
で

来

た

が

泊

ま

る

と

匸

女 性 の 家 サ ー ラフ

１０ 年 の あ ゆ み

外延鴇'夕=迚への･迴力の蛋感生 ガ 牛 や 力 午 フ ラ イ と はひ と 味 違 っ た 風 味で す

工 枚

工 本

／卜 さ じ,號

小 さヽ じ 工

小 さヽ じ 膕

カキ

塩・醤油

オリーブオイル

(ＵＸ バージンオ イル)

【スパイス】

ベイＵ－ブ ス

固の爪

力－リックパウダ ー

タラゴン

ブう ツクベパ ー

利
用
者
母
子
６
０
０
人
を
超
す

代 表で 報 告 す る 三 木記 念 総 会

ろ

が
な
い

。
急
遠
「
か
な
か

ぬ

言

の

ス

ペ

ー

ス

ー
み

ず

ら
」
の

畳

の

部

屋

匚

泊

め

た

。
乙
九

を
き
っ
か

け
匚

。

「
み

ず
ら
」

も
シ
ェ
ル

タ
ー

を
は
し
め
た

が
、
外

国
Ａ
の

多
い

横
浜

、
外
国

籍
女
性
専

用
の

シ
ェ
ル

タ
ー
が
い

る
と

女性の家サーうー

い

う
こ
こ

に
な
０

、
匸
浙
尼

の
が

幵

上

‐‐２よ
（
ク
イ
謳

で

あ
ず
圭
や
卜
圭
べ

民

間

シ
ェ
ル

タ
ー
も
少
な

く
、
先

茫

は

矯

風

会

の

「
Ｈ
Ｕ
Ｌ

Ｐ

」
く
ら
い
し
か
な
い
匸
ろ

だ
。9

2年
の
設
立
か
ら
弌

３

年
は
、
だ
圭
さ
れ
て

売
舂
強

要
さ
れ
て

い
る
ク
イ
女
性
の

帰
国
支
援
で

、
野
戦
罔
院
の

よ

う
な
忙
し

さ
だ

っ
た

が
、

莇
年
以
降
は
、
口
本
で
結
婚

し

た
が
、
Ｄ
Ｖ

な
ど
さ
ま

ざ

圭

な
問
題
を
抱
え
な

が
ら
、

日

本
に
母
子
で

定
住
し
た
い

人
が
子
ど
も
連
れ
て

利
用
の

ケ
ー
ス

が
増
え
る
。
問
題
の

解
決
は
複
雑
で

滞
在
闕
開
か

長
引

く
。

現
在
、
ア

ジ
ア

、
中
南
米

と

国
の
数
は
増
え
（

言
葉
の

で

き
る
ス

タ
ッ
フ

を
そ
う
几

る
の

も
人
変
）
口

本
人
も
受

け
入

れ
て
い

る
。
Ｄ

Ｖ
法
施

行

後
は
、
さ
ら
匸
一
〒

ズ
が

増

兄
匸

し
ろ
。
口

本
の
売
買

呑
問
題
、
外
国
人
女
性
を
取

り

巻
く
問
題
閇

そ
の
ま
ま

壮

上
つ
よ

⑤
歴
史
の
よ

三

匸三

本
代
衣
は
、
殃
念
な

が

ら

長
期
的
屐
望
は
謳
利
息
い

と

卜
う
。
財
政
は
卜
つ
も
網

渡
０

の
と
こ
ろ
へ
、
長
引
く

不
況

ド
、
「
廿
土

ノ

よ

へ

の

カ
ン
バ
も
ひ
と
匸
ろ
か
ら

り七
る

と

賎

つ
匸

い

る

と

い

う
。
「
で

气

匸
の
さ
さ
や

か

な
施
設
に
身
を
寄
せ
、
少

し
で

も
気
持
ち
が
救
わ
れ
る

人
々

が
い

る
か
ぎ
り
、
活
動

を
止
め
ら

九
な
い

」
ヤ
謡

づ

て

い
る

。

★

憚

上

フ
リ

」
は
二

こ

の

ば
ど

、
設

立
以

来
の

歩
入

を
詳
し
く
言
い
た

『
女

性

⑤

家
廿
上

フ
ー
罔

年
の

あ
㈹
み

外
回
箍
女
性
へ
の

髓
勹
の

実
態
』

を
刊
行

。
Λ
辻
判
！

チ
カ
ッ
プ
美
恵
子
さ
ん
受
賞

女

性

文

化

賞

に

決

定

女

性
文

化
∩
（

高
良
留
美

子

さ
ん
主
宰
）
第
６

回
受
賞

水

が
、
ア
イ
ヌ

文
様
刺
繍
家

で

エ

ッ
セ
イ
ス
ト

の
チ
カ

タ

プ
美

恵

子

さ

ん

に

决

圭

っ

短
い
句
だ
が
お
い
し
く
保
存

厂
口
○

㈹
牛
儼

牡

蠣

の

美

味

し

い

季

節
。
生
よ
し
、
錮
よ
し

、

フ

フ
ィ

よ
し
、
と
調
理
法

は
い

ろ
い
ろ
。
珍
し
い
料

理
と
し
て

は
牡
蠣
の
イ
ン

ド
ス

タ
イ
ル

の
カ
レ

ー

が

ク
ペ
パ
ー
ホ
ウ
ル
で

す
。

匸
匸
で

注
意
し

た
い
の

は

、
ガ
ー
リ

ッ
ク
パ
ウ
ダ

ー
を
使
う
こ

と
。
生
の
二

七

侫

で

は
水
分
が
出
易

く
、
腐
敗
の

原
因
に
な
る

こ
と

が
多
い

か
ら
で

す
。

唐
辛
子
と
に

ん
に
く
の
す

エ
・
ぢ

″
ず

‘Ｊ
ダ

あ
り

ま
す
。
ブ
ラ

ッ
ク

ペ

パ
ー
を
ピ
リ

ピ
リ
と
き
か

せ
た

美
味
し

い
味
が
印
象

的
で

す
。

今
回
は
、
旬
作
短
い
牡

蠣
を
美
味
し

く
保
存
で

き

る
｛

牡

蠣

の

オ

イ

ル

漬

付

、
牡
頭
の

水
分
を
充
分

取
０

、
ス

パ
イ
ス

と

｝
艢

匚
匸

オ
イ
ル
匚

頷
け
込
廿

の
が
示

イ
ン
ト

。
使
用
ス

パ
イ

ス

は

ベ
イ

リ

ー

ブ

ス

、
タ
ラ

ゴ
ン
、

ガ
ー
リ

ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
、

ブ
う
う

リ

ー
グ
オ
イ
ル

漬
け
を
作

る
場

合
も
同

様
で

す
。
ガ

ー
リ
ッ

ク
パ
ウ
ダ
ー
は
、

直

接
手
に

触
れ
る
匸
と
な

く
調

理
出

来
る
の

气

手

ロ
ニ
ン
ニ

ク
臭
さ
が
残
り

ま
せ

ん
。
生
の

感
覚
で

使

い
た
い
場

合
は
、
フ

サ
ビ

タ

ガ
ラ

シ

を

練

る
よ

う

に

、
水
で

練
る
と
フ
レ

ッ

シ
ュ

感
が
で

ま
す
。

簡
単
几

美
味
し

い
の

で
お

酒
の
お

と
も
に
ど
う

ぞ
！

【
作
り

方
】

口

力

午

は

振

り

洗

い

し

、
水
気
を
切
る
。

②
フ
ラ

イ
パ
ン
ロ

入
れ

空

焼
合

す
る
。
力
午
の
水

分

が
湧

き
匸
か

っ
た
ら
弱

火
に
し

、
塩
ゴ

う

ツ
ク

ペ

パ

ー
、
醤

油

を
加

え
て

、

じ

っ
く
り
、
ゆ
っ

く
り

身

が
し
圭
る

ま
で

焼
く
。

③
焼
き
上

が
っ
た
ら
火

か
ら
お
ろ
し

、
熱
を
さ
圭

し

、
ビ
ン
に

詰
め
る
。
ス

パ
イ
ス

類
を
加
え
力
キ
が

か
ふ
る
ま
で

オ
リ

ー
ブ
オ

イ
ル

を
注
三

き
っ
ち
り

ふ
た

を
し

冷
蔵
庫
に
入
れ

る

。④
２
～
３
日
で

食

べ
ら

れ
る

。
冷
蔵
庫
で
２
～
３

ヵ
月
保

存
可

。

（
資
料

提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭

科
学
研
究
所
／
料
理

指
導

・
園
田
匕
囗
子
）

た
。
千
カ

ッ
プ
さ
ん
は

刺
往

展
を

砂

二

言

、
誰
演
や
執

筆
匸
ア
イ
ヌ
民
族
の
文

化
上

人
権
を
求
め
恬
動

。
著
書
匚

風

の
め
ぐ
言
　

（
お
茶

の

水
譫
言

、
『
ア
イ
ヌ

言

ノ

リ

の

風

』
　（
日

本

放

送

協

会
）
な
ど
。

外

相

に

選

択

議

定

書

の

批

准

を

求

め

る

婦

団

連

日

本

婦

人

団

体

連

合

会

は
、
！！
月
1
3囗
、
井
上

美
代

白
釧
刷
田

◆
－

Ｍ
Ａ

Ｄ
Ｒ
　

ア

イ

ヌ
女

性
に

と

っ
て
の

差
別

刧
時
　

松

本
お
一

郎
記

念
会

館
（

地

二
（

本

本
駅

）
　
.０

崎

直

美

（
ア

イ

ヌ

の

女

の

会

代

表

）
　

５
０

０

円
　

主
催

・
明

白
せ

・
申

込
み

し
反

差
別

国
際

涯

勣
ノ
反

差
別
川

際

辿
勣

囗
本

委

贄
旧

・
ｊ
［
Ｊ
６

８

・
７

７

０

９

具

サ

ー

ジ

、
１

０

０

０

円

。
申

し

込

み
　

横
浜

牛

民

回

動

几

川

才
フ

。う
ス
｛
Ｘ
Ｏ

ぺ

一‐
Ｊ

Ｉ
り

Ｏ

工

・
３

５

２

７
　

Ｉ

女

弁

士

フ
よ

は

、
支

え
る
∧
、
士

ブ
レ

デ
ィ
フ

、

カ
ン
パ
な
ど
歓
迎
し
て
い

圭

森
こ4平

目

核
燃
い
ら
な
い
／・

デ

モ

２

０

０

回

私
仁

只

方
森

的

膜

射

能
か
ら
了
ど
も
俯
⑤

る
毋
親

す
。
仕
絡

こ
迎
記
電
話
へ
。

二
三

」
は
、
よ
り
安
全
て
安

匸

な
砕
心
仁
マ
匚

だ
卜
、
子

☆

も

た
ら
匚
も
ず
っ
と
匸
二

参

議
了

ん
と
と

も
匚
外

務
　

に
住
ん
匸

か
ら
い
た
ト

プ

て

回
卆
訪

問
し

、［
女
了

差
別
撒

］

た
め
に
は
孩
燃
と
原
発
は

廃
選
択

誡
定
書
の

す
み

や
か
・
卜
心
な
し
と
、
工
０
８
Ｇ

年

な

批
准
を

求
め

る
要

望

吉

士

月
か
ら
毎
月
工

回

弘
前

を
川

囗
外
相
回

捉
出
し
た

。

選
択
議
定
書
は

、
締

約
国

俯
仰
∧
、
ま
た
は

、
集
団

か

条
約
回
定
め
ら
九
た

権
利

の

人

半

正
門

前
を

出

発

点

と

し
、
デ
モ

を
低
め
ま
し
た
、
拍

①
た
ち
、
デ
モ

も
来
年
３
月

で
ツ
】０
０

回
に
な
り
ま
す
。

良
方
幸
宵

侫
に
女
了
万

別
撒

。

六
ヶ
所
村
の
再
処
俚
工
煬

廃
委
罔（

匸

通
報
で
才

つ
も

。・
は
、
コ
０

０
５

年
７
月

本
格

の
で

、
女
性
差
別

解
消
に

重
（

操
業
を
め
ざ
し
て

、
急

ビ
ッ

髓
な
役
割
を
果
す

。
7
5力
言

言

産

設
が
進
め
ら
九
て

卜

が
署
名
、
4
7力
国

が
批
准
。
一一
ま
す
。
だ
か
ら
、
「
了

て
２

な
０
ま
し
た

。

言

」
匸

、
八
月
2
6口
を
２

０
Ｌ
匸

記

言

デ
モ

と

し
ノ

の
あ
と

岩
本
町
匸

わ
支
皿

」

で

こ
に圭
り
か

け
の
交
流
全
を

聞
く
こ

と
に
し

ま
し

た
。
二

の
匸
ろ

は
、
弘
前
の
桜
も
満

㈱
で

す
。
桜
見
物
ち
か
礼
匸

韭

円

半

匸
匸

っ
し

上
回
テ

七
を
し

、
岫
具

Ｅ
卜
ま
ケ

こ

か
？

宿
泊
八

吟

首

つ
き
匸

ｌ
ｊ
０
０
０
円

で

す
。
も

ち

几

ん
ノ

モ

参

加
だ

け
匸

も

毓
迎
匸

す

言

ば
ら
つ

苣
約

も
入

っ
匸

卜
圭
寸

言

い贈

岫

希
望

者
は
お

早
め
回
。

問
卜
合
万

廿
、
申
し
込
み

亠

‥
ぷ
ｙ

Ｏ
↓

７
つ一
・
8
7・

５
・９
０Ｊ
Ｉ

風
雲
急
、日
本
の
未
来

車
座
で
語

る
会
開
く

「
長
野
県
」

女
性
議
貝
を

ふ
や

す
ネ
ヨ
ト
ワ

ー
ク
ニ

し

な

臼
（
樽

川

通

子

特

長
）

は

、
女

性
連
帯
基
金
の

王

ン
パ
ワ

ー
ノ

ン
ト
回
」
受
づ

忙
記

念
し

、
2
5日
、
叩
囗
の

り
白

問

下

諏
訪
町
の
水
子

Ｏ
Ｏ
川
が
ど
う
し
た
」
、
言
言

ル
山
上
閣
匸
、
『
あ
し
た
の

「
訂
正
」
１２

月
１０
日

号
『
冬

柚

足
に
過
ぎ
な
い
と
ち
思
い

回

本

を
考
え

る
』
シ
ノ
ホ
ジ

休
み

子

ど

も

の

本

特

集
」

ミ
　

『
凧
』
の
出

版
社

名
が

落
ち
て

い
ま
し
た

。
出

版
社

は
文
渓
堂
で

す
。

治

白

剛

一

◆
ア
メ
リ
カ
は
ア
フ
ガ
ン
で

何
を
し
た
の
か
、
イ
ラ
ク
で
何

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

帽
時
3
0分
　
杉
並
区
立
産
業

商
工

会

館
（
ｊ

Ｒ

Ｉ
阿

佐
ヶ
谷

駅

南

口
５

分

）
　

前
田

朗

呈

京

造
形

大
教

授
）
　
　
写

貞
展
示

永

」
子

才
上

映
会

併
催
　

５
０

０
円
　

主
催
：
彦

息

心
法
現
会

連

絡
会
　

逆

絡
二

東
本

昔
ぷ

似

ヽ
。］仆

匚
人

し

Ｉ

。
、・
し
Ｚ

し

と

４

儿

し

］

卜

一
ノ

ノ

ご
Ｉ
づ
Ｉ
／

ジ

に

」

、
ヽ
て

ご

ノ
、

圭

す

が

、

「

こ

匸

ま

で

良

く

し

ム

と

賺

座

集

会

を

開

く

。

続
い
た
ね
」
、
と
、
時
に
は
自

一
　
2
5日
は

、
田
中
秀
征
福
山

分
た
ち
を
ほ
め
て

あ
げ
て

も

天

教
授
の

講
演
。
乙
九
を
受

ト
ト
の
で

は
と
尽

つ
よ
う
口

づ

て

、
北
沢

浚
東

谷

謳

）
、

闘

・
輿

心
ｊ
ｊ

・
Ｇ

Ｇ
５

６
・

◆

「
水

俣
病
と
チ

。
ソ

ー
戦

後
日

本
の

技
術
と
公

害
」

旧

時
賄

分
　

名

占
屋

巾
科

学

館
サ

イ
エ

ン
ス
ホ

ー
ル

（
伏

見

駅
５

分
）
　

宇
片

純
（

冲
縄
人

教
授

）
1
1
0
0

円

（

水
俣

・

名
占

屋
展
子

タ
ッ
ト
で

）
　
　
問

合
せ
・：
水

俣
フ

ォ

上

フ
ム
名

古

屋
圓
石

務

局
｛
Ｊ
０
５

２

・
２
２

り
ご

３

６
６

３

治

竡

刷

型ぐ

◆

『

ポ
ル

ノ
ケ

ープ
フ

ィ

ー
被

害
・
＝
そ
の

実
態
と

理
論

』

鵬
時
韭

分
　

難

波
巾

民
学

肖

セ

ン

タ
ー
（

垉

・
な
ん

ば
駅

）

森

田
膜

白
（
都

立
短

期
人

教

巳
　

連

絡
・
・・
囗

本
女

性
学
研

究
（
６

耶

・
Ｇ
・
Ｏ
・
ユ

？

５
１

ネットワーク
「しな の」

山
口
わ
か
ド
（
衆
議
）
イ

ヰ

袈
装
万

言

犬
負

薮

授
）
、

岡
本

光
雄
（
全
国
町
村
議
会

・
副

謳
ヒ

こ
こ

ら
に
よ
る

シ
ン

ホ
。
耶
口

は
、
女
性
議

回

で
増

や

す

た

め

の

問

題

点
、
解
決
策
を
本

昔
匸

語
る

車
座

集
特

参
加

特

＝
無
料
　

交
流
会

・：
擅
０
０
０

円

頂

勺

・
１

万
円

。
問
卜
合
わ
せ
・
＝
川
会

一口
０
２
Ｇ
Ｇ

・
２
７

・
ア
ー

コ

Ｏ
（

樽
也

。

雌
か
げ
て・
今
引

大

半

開

催

中

▼

写
真

展
・

永
遠

の
蒸

気
機

関
車

、
く

る

が
ね
の

勇
者

た
ち

旧

年
工

月
１９
口

㈲

ま
で
　

頌

時
～
1
8
時

采

・
金
2
0
時
）

都

写
口

実
術

館

了

Ｒ

・
忠
比

寿

駅
７

分
）
　

さ

ま

ざ
ま
な

蒸
気

機

関
示

を

写
百
で

紹

介
　

５

０

０
円
　

上

催
・
・
永

遠
の

蒸

気
機

j舳↓
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閲

巾
使

火
行
委

他
一一
Ｘ
Ｏ

う
コ

８

０

・
０
０

０
０

▼

「
動
物

素
材

の
服
飾
」

叫
年
２

月
2
8
囗

奈
ま
で
　

川

時
～

川

時
3
0分
　

文

化
学

副
服

飾

博

物

館
（

新

柄

駅

圉

口
８

言
　

勍
物
水

村

を
ぼ

っ
と
衣

卍
や

装

身
只

今
羂

介
　

ｊ
０

０

円
　

凹

‥
せ
∴
〔

圈

卩

い
・
つ
、い

２
０

０

・
２
つ
０
８
７

１
　

月

▼
シ
ア

タ
ー
×

名
作
劇
場

一
Ｄ

Ｉ

１

１

ｙ

幵
　

レ

ア

タ
１‐
Ｉ
Ｘ

（

山
罔

則
西

し

り
竍
）
　

川
中

卜
禾

人

「
翁

子

犬

」
、
円

岸

λ

ド
（

ふ

る
さ
と

）
ゴ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

円
一 一 一一一 一 一 一 一一 一

／

″
″

‐

’、－
」

。
　
　

Ｆ
Ｆ

’

皿

三

興

廿

＝
西

叫

・
口

８

り
一
ぺ

．
１
１

８

- ＝ = ･ - - - - | 一 一 一一 一


